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2017年度  環境活動レポート

(対象期間 :2017年 4月 ～2018年 3月 )
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改定日 :



□ごあいさつ

環 境 方 針
<環境理念>

近年の地球温暖化やエネルギー問題等をはじめとする環境問題は現代に生きる我々のみ
ならず未来に対してもその影響は計 り知れません。地球環境保全に力を注ぐことは我々

の責務であります。当社は建設、輸送部品の機械加工を通して社会に貢献するとともに

環境問題に対して限りある資源節約、廃棄量削減等の積極的な取 り組みおよび環境関連

法の順守を社員一同推進して参 ります。

1  当社は、次の環境問題に取り組みます。

① 電力消費および化石燃料削減による二酸化炭素排出量削減

②廃棄物の減量、再使用、再利用推進

③ 水資源節約

④化学物質使用量削減

⑤ 業務上必要調達品のグリーン購入

⑥ 環境に配慮した事業活動推進

2 環境関連法規制や環境への取 り組み事項を順守 します。

3 こお方針を従業員全員に周知 します。

制定日: 2012年 6月 1日

改定日: 2014年 9月 30日

今日工業株式会社

代表取締役社長 今日 正



□組織 の概要
(1)名 称及び代表者名

今 田工業株式会社
代表取締役社長  今 田 正

(2)所在地
本社 工場 大阪府大阪市淀川区田川北 1丁 目7番 18号

(3)環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 TEL:0663015435
責任者   代表取締役社長 今日 正

副責任者  常務取締役   今田典俊
担当者   理事      土肥一芳

(4)事業内容
金属製品の機械加工 主要加工品 建機、農機、自動車等の部品

(5)事業の規模                ,
製品出荷額     3.1億 円

木 イ十工場

従業 員 24名
延べ床 面積 1688雷

(6)事業年度 5月 ～ 4月

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名 :    今日工業株式会社
関連事業所 :    本社工場
活動 :       金属加工

事業れモ要 創業1937年 (昭和12年)9月
主な加工品     鋳物 (FC, FCD)ア ル ミ製品等

保有設備 :
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□主な環境負荷の実績
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排出量の内訳はほぼ電力によるものである。



電力の二酸化炭素排出係数=04501【gC02/kVh(関 西電力20■年)
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□環境活動の取り組み計画と評価
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(3ヶ年) 電力の二酸化炭素排出係数=0 kVh(関西電力20■年)
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項  目
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r頁 目 計画 内容

電力の削減 :不必要な照口月、空訓の不便用
:空気圧縮機のインバーター化
:機械設備の作業前暖気運転 (冬季 )

:デマンド監視装置の有効活用
!空気圧縮機の定期的フィルター交換

体憩時間の消灯
フォークリフ トの夜間充電
加工方法の効率化
空気圧縮機の圧力低減

自動車燃料の削減 酉己送ルー トの効率化
急加速急発進防止

アイ ドリングス トップ
可能な限りの電車使用

一般廃乗物の日ll減 栖包材の由・利用
コピー用紙の両面利用

ゴミ分別の徹底維持

節水 水道水の出しつ放 し禁止 蛇口を確実に閉める

廃油の削減 給油時の油こばれ防止

適正油量の確認
機械の油編れ防止

の :無駄 ′k｀ 標発 、気化 を減少 :塗柴 の効率イヒ

事務用品のグツー

ン購入

事務用品のグツーン貝再入比率拡大

加工不良の低減 刃具交換頻度見直 し

技能資格取得教育
検査項目頻度見直し

3S活動 の推進 実施 日を決 め活動推進



適用される事項 (施設・物質・事業活動等 )適用される法規制
一般麻葉物 、産業麻棄物 (金属クス

゛
、廃 プ ラ、廃 ガ ラス、廃 油等 )廃乗物処理法

空圧機、送風機騒音 ・振動規制法

水管汚濁法 排水設備

Nox PM老兵 トラック、バン

察先要求客先 グ ツー ン調達基準

消防法 建 屋

フ ロン排 出抑 制 法 エアコン、空圧機

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
の り

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去 3年間ありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し

本年について

電力
1)空圧機のインバーター機導入による節電効果大
2)使用しない場所の空圧配管バルブ閉鎖 (使用時のみ開放)で空圧機の負荷抵抗の低下。
3)電力使用のピークは一部設備の時差稼働等で分散化した。 (デマンド監視装置活用)

4)不必要のない電燈等の細日な消灯
自動車燃料
1)輸送積載量、ルー ト見直し等で効率化が図れた。
一般廃棄物
1)客先要請等データ資料の増加によリコピー量は増加 したが、極力両面コピーすることで節減。

2)重要度の低い文書はPDF化 を進めたい

節水
1)生産増加により冷却使用の為の水量増大
2)切削油の適正濃度化をメーカー指導により実施したため水使用量増加

廃油
1)濃度管理や油漏れ、油量適正化等で使用量を廃油量を減少。
グリーン購入
1)事務用品はグツーン購入かどうかを購入基準としている。
加工不良
1)規則、決め事の順守。
2)作業者個々の注意力とともに確認ポイン トの明確化。
3S活動推進
1)稼働時間が多くなリミーティングの頻度は依然低い。
2)継続的なPCDA活 動を通して全体の向上を図つてゆく。

次年度に向けて特記事項
一層の効率化による省資源、省エネルギーを図つてゆくと共に量産部品の工程分割による

同時加工や複数設備による同一品生産等で稼l動 時間短縮を進める。 (生産効率向上)

まとめ

省資源化、省エネ化および作業効率化でコス ト削減 し強い財務内容をつくる。


